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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】表示状態に関わらず、観察者の位置に応じて、
立体画像の表示の最適化を図る。
【解決手段】バリア駆動制御部３２は、遮光バリアの駆
動を制御し、表示制御部３３は、液晶パネルの表示を制
御し、表示状態判定部３１は、液晶パネルに表示される
画像の表示状態を判定する。特に、バリア駆動制御部３
２は、画像の表示状態が第１の状態であると判定された
場合に、センサにより検出された観察者の位置に応じて
、遮光バリアにおける遮光部の位置を移動させるように
遮光バリアの駆動を制御し、表示制御部３３は、画像の
表示状態が第２の状態であると判定された場合に、セン
サにより検出された観察者の位置に応じて、液晶パネル
における左眼用画像と右眼用画像の表示位置を移動させ
るように液晶パネルの表示を制御する。本技術は、例え
ば、立体画像を表示する表示装置に適用することができ
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左眼用画像と右眼用画像とを表示する液晶パネルと、両眼視差を生じさせる遮光部を有
する遮光バリアと、観察者の位置を検出するセンサとを備える液晶表示装置において、
　前記遮光バリアの駆動を制御するバリア駆動制御部と、
　前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、
　前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定する表示状態判定部と
　を備え、
　前記バリア駆動制御部は、前記画像の表示状態が第１の状態であると判定された場合に
、前記センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記遮光バリアにおける前記
遮光部の位置を移動させるように前記遮光バリアの駆動を制御し、
　前記表示制御部は、前記画像の表示状態が第２の状態であると判定された場合に、前記
センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記液晶パネルにおける前記左眼用
画像と前記右眼用画像の表示位置を移動させるように前記液晶パネルの表示を制御する
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記バリア駆動制御部は、
　　前記画像の表示状態が前記第１の状態であると判定された場合に、前記遮光バリアに
ストライプ状の前記遮光部を形成させ、
　　前記画像の表示状態が前記第２の状態であると判定された場合に、前記遮光バリアに
ステップ状の前記遮光部を形成させる
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１の状態は、視差方向と前記液晶パネルにおけるカラーフィルタのラインとが平
行となる状態であり、
　前記第２の状態は、視差方向と前記液晶パネルにおけるカラーフィルタのラインとが直
交する状態である
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記画像を表示させるための光を前記液晶パネルに入射させるバックライトをさらに備
え、
　前記遮光バリアは、前記液晶パネルと前記バックライトの間に配置される
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　左眼用画像と右眼用画像とを表示する液晶パネルと、両眼視差を生じさせる遮光部を有
する遮光バリアと、観察者の位置を検出するセンサとを備える液晶表示装置であって、
　前記遮光バリアの駆動を制御するバリア駆動制御部と、
　前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、
　前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定する表示状態判定部と
　を備える液晶表示装置の駆動方法において、
　前記液晶表示装置が、
　前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定し、
　前記画像の表示状態が第１の状態であると判定された場合に、前記センサにより検出さ
れた前記観察者の位置に応じて、前記遮光バリアにおける前記遮光部の位置を移動させる
ように前記遮光バリアの駆動を制御し、
　前記画像の表示状態が第２の状態であると判定された場合に、前記センサにより検出さ
れた前記観察者の位置に応じて、前記液晶パネルにおける前記左眼用画像と前記右眼用画
像の表示位置を移動させるように前記液晶パネルの表示を制御する
　ステップを含む液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】
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　画像信号に基づいて表示を行う液晶表示装置と、
　所定の処理により前記画像信号を生成する処理部と
　を有し、
　前記液晶表示装置は、
　　左眼用画像と右眼用画像とを表示する液晶パネルと、両眼視差を生じさせる遮光部を
有する遮光バリアと、観察者の位置を検出するセンサとを備える液晶表示装置であって、
　　前記遮光バリアの駆動を制御するバリア駆動制御部と、
　　前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、
　　前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定する表示状態判定部と
　　を備え、
　　前記バリア駆動制御部は、前記画像の表示状態が第１の状態であると判定された場合
に、前記センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記遮光バリアにおける前
記遮光部の位置を移動させるように前記遮光バリアの駆動を制御し、
　　前記表示制御部は、前記画像の表示状態が第２の状態であると判定された場合に、前
記センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記液晶パネルにおける前記左眼
用画像と前記右眼用画像の表示位置を移動させるように前記液晶パネルの表示を制御する
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、液晶表示装置およびその駆動方法、並びに電子機器に関し、特に、立体画像
の表示の最適化を図ることができるようにする液晶表示装置およびその駆動方法、並びに
電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、パララックスバリア方式（視差バリア方式）や、レンチキュラーレンズ方式など
により、特殊な眼鏡を必要とせずに立体画像を表示させる液晶表示装置が知られている。
【０００３】
　このような、特殊な眼鏡を必要とせずに両眼視差を利用して立体画像を表示させる表示
装置には、左眼用画像と右眼用画像とが入れ替わる際の違和感を解消するために、観察者
の頭の位置を検出し、その位置に基づいて、遮光バリアの遮光部の位置を移動させるよう
にしたものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－１９７３４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年の携帯電話機やタブレットPC等の電子機器に設けられる液晶表示装置に
は、表示領域を横長の状態としたランドスケープ表示と、表示領域を縦長の状態としたポ
ートレート表示の両方を行うものがある。
【０００６】
　しかしながら、このような液晶表示装置において、ランドスケープ表示およびポートレ
ート表示のいずれの表示状態であっても、観察者の位置に応じて、立体画像の表示を最適
化することは行われていなかった。
【０００７】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、表示状態に関わらず、観察者
の位置に応じて、立体画像の表示の最適化を図ることができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本技術の一側面の液晶表示装置は、左眼用画像と右眼用画像とを表示する液晶パネルと
、両眼視差を生じさせる遮光部を有する遮光バリアと、観察者の位置を検出するセンサと
を備える液晶表示装置であって、前記遮光バリアの駆動を制御するバリア駆動制御部と、
前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、前記液晶パネルに表示される画像の表示
状態を判定する表示状態判定部とを備え、前記バリア駆動制御部は、前記画像の表示状態
が第１の状態であると判定された場合に、前記センサにより検出された前記観察者の位置
に応じて、前記遮光バリアにおける前記遮光部の位置を移動させるように前記遮光バリア
の駆動を制御し、前記表示制御部は、前記画像の表示状態が第２の状態であると判定され
た場合に、前記センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記液晶パネルにお
ける前記左眼用画像と前記右眼用画像の表示位置を移動させるように前記液晶パネルの表
示を制御する。
【０００９】
　前記バリア駆動制御部には、前記画像の表示状態が前記第１の状態であると判定された
場合に、前記遮光バリアにストライプ状の前記遮光部を形成させ、前記画像の表示状態が
前記第２の状態であると判定された場合に、前記遮光バリアにステップ状の前記遮光部を
形成させることができる。
【００１０】
　前記第１の状態は、視差方向と前記液晶パネルにおけるカラーフィルタのラインとが平
行となる状態とし、前記第２の状態は、視差方向と前記液晶パネルにおけるカラーフィル
タのラインとが直交する状態とすることができる。
【００１１】
　前記液晶表示装置には、前記画像を表示させるための光を前記液晶パネルに入射させる
バックライトをさらに設け、前記遮光バリアは、前記液晶パネルと前記バックライトの間
に配置されるようにすることができる。
【００１２】
　本技術の一側面の液晶表示装置の駆動方法は、左眼用画像と右眼用画像とを表示する液
晶パネルと、両眼視差を生じさせる遮光部を有する遮光バリアと、観察者の位置を検出す
るセンサとを備える液晶表示装置であって、前記遮光バリアの駆動を制御するバリア駆動
制御部と、前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、前記液晶パネルに表示される
画像の表示状態を判定する表示状態判定部とを備える液晶表示装置の駆動方法であって、
前記液晶表示装置が、前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定し、前記画像の
表示状態が第１の状態であると判定された場合に、前記センサにより検出された前記観察
者の位置に応じて、前記遮光バリアにおける前記遮光部の位置を移動させるように前記遮
光バリアの駆動を制御し、前記画像の表示状態が第２の状態であると判定された場合に、
前記センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記液晶パネルにおける前記左
眼用画像と前記右眼用画像の表示位置を移動させるように前記液晶パネルの表示を制御す
るステップを含む。
【００１３】
　本技術の一側面の電子機器は、画像信号に基づいて表示を行う液晶表示装置と、所定の
処理により前記画像信号を生成する処理部とを有し、前記液晶表示装置は、左眼用画像と
右眼用画像とを表示する液晶パネルと、両眼視差を生じさせる遮光部を有する遮光バリア
と、観察者の位置を検出するセンサとを備える液晶表示装置であって、前記遮光バリアの
駆動を制御するバリア駆動制御部と、前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、前
記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定する表示状態判定部とを備え、前記バリ
ア駆動制御部は、前記画像の表示状態が第１の状態であると判定された場合に、前記セン
サにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記遮光バリアにおける前記遮光部の位
置を移動させるように前記遮光バリアの駆動を制御し、前記表示制御部は、前記画像の表
示状態が第２の状態であると判定された場合に、前記センサにより検出された前記観察者
の位置に応じて、前記液晶パネルにおける前記左眼用画像と前記右眼用画像の表示位置を
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移動させるように前記液晶パネルの表示を制御する。
【００１４】
　本技術の一側面においては、画像の表示状態が第１の状態であると判定された場合に、
センサにより検出された観察者の位置に応じて、遮光バリアにおける遮光部の位置を移動
させるように遮光バリアの駆動が制御され、画像の表示状態が第２の状態であると判定さ
れた場合に、センサにより検出された観察者の位置に応じて、液晶パネルにおける左眼用
画像と右眼用画像の表示位置を移動させるように液晶パネルの表示が制御される。
【発明の効果】
【００１５】
　本技術の一側面によれば、表示状態に関わらず、立体画像の表示の最適化を図ることが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本技術を適用した立体映像表示装置の一実施の形態の構成例を示す図である。
【図２】表示部の構成例を示す図である。
【図３】表示状態がランドスケープの場合のカラーフィルタの状態を示す図である。
【図４】表示状態がポートレートの場合のカラーフィルタの状態を示す図である。
【図５】パララックスバリアを形成する電極について説明する図である。
【図６】ステップ状のパララックスバリアについて説明する図である。
【図７】ステップ状のパララックスバリアが形成された場合の視認領域について説明する
図である。
【図８】立体画像表示処理について説明するフローチャートである。
【図９】パララックスバリアのシフトについて説明する図である。
【図１０】パララックスバリアのシフトについて説明する図である。
【図１１】画像のシフトについて説明する図である。
【図１２】画像のシフトについて説明する図である。
【図１３】本技術の電子機器への適用例について説明する図である。
【図１４】本技術の電子機器への適用例について説明する図である。
【図１５】本技術の電子機器への適用例について説明する図である。
【図１６】本技術の電子機器への適用例について説明する図である。
【図１７】本技術の電子機器への適用例について説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本技術の実施の形態について図を参照して説明する。なお、説明は以下の順序で
行う。
　１．液晶表示装置の構成例
　２．液晶表示装置の立体画像表示処理
　３．電子機器への適用例
【００１８】
＜１．液晶表示装置の構成例＞
　図１は、本技術を適用した液晶表示装置の一実施の形態の構成例を示す図である。
【００１９】
　液晶表示装置１１は、例えば、携帯電話機やタブレットPC等の携帯可能な電子機器に搭
載され、パララックスバリア方式による３次元の立体画像と、２次元の平面画像との表示
の切り替えを必要に応じて行いながら、立体画像や平面画像を表示する。特に、液晶表示
装置１１は、画像表示が行われる矩形形状の画素領域が、ｘ方向に長いランドスケープ（
横長）の状態、および、ｙ方向に長いポートレート（縦長）の状態のいずれにおいても、
その表示された画像を観察者（視聴者）AUDが視認可能なように構成されている。また、
液晶表示装置１１は、立体画像を表示する際、観察者AUDの頭の位置に応じて立体画像を
表示するように構成されている。
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【００２０】
　液晶表示装置１１は、表示部２１、制御部２２、およびカメラ２３から構成される。
【００２１】
　表示部２１は、バックライト、光変調パネル、およびパララックスバリアからなり、観
察者AUDの右眼で観察（知覚）される右眼用画像と、観察者AUDの左眼で観察される左眼用
画像とからなる３次元の立体画像や、２次元の平面画像を表示する。表示部２１において
は、パララックスバリアは、光変調パネルとバックライトの間に配置されている。なお、
表示部２１の詳細は、図２を参照して後述する。
【００２２】
　制御部２２は、表示部２１の各部、すなわち、バックライトや光変調パネル、パララッ
クスバリアの動作を制御する。具体的には、制御部２２は、表示部２１の図示せぬ表示ド
ライバを駆動させて光変調パネルに画像を表示させたり、バックライトから光を射出させ
たりする。また、制御部２２は、表示部２１のパララックスバリアの駆動を制御すること
で、光変調パネルに立体画像を表示させる。
【００２３】
　カメラ２３は、所定のタイミングで観察者AUDを撮像し、撮像の結果得られた画像（カ
メラ画像）を制御部２２に供給する。制御部２２は、カメラ２３からのカメラ画像に基づ
いて、観察者AUDの頭の位置を特定する。すなわち、カメラ２３は、観察者AUDの頭の位置
を検出するセンサとして機能する。したがって、カメラ２３は、観察者AUDを撮像する機
能を有しなくとも、観察者AUDの頭の位置を検出する構成であればよい。
【００２４】
　次に、制御部２２の詳細な構成について説明する。
【００２５】
　制御部２２は、表示状態判定部３１、バリア駆動制御部３２、および表示制御部３３を
備えている。
【００２６】
　表示状態判定部３１は、表示部２１において画像表示が行われる矩形形状の画素領域、
言い換えると、表示部２１の表示領域における画像の表示状態が、ランドスケープ（横長
）表示の状態であるか、またはポートレート（縦長）表示の状態であるかを判定し、その
判定結果を、バリア駆動制御部３２および表示制御部３３に供給する。
【００２７】
　バリア駆動制御部３２は、液晶表示装置１１が立体画像を表示する際、表示部２１のパ
ララックスバリアの駆動を制御し、バックライトからパララックスバリアに入射する光の
一部を遮光させることで、両眼視差を生じさせる。具体的には、バリア駆動制御部３２は
、パララックスバリアに、光を透過させるスリット領域と、光を遮光する遮光領域とを形
成させることで、右眼用画像と左眼用画像を分離させる。特に、バリア駆動制御部３２は
、表示状態判定部３１からの表示状態の判定結果に応じたパララックスバリアを形成し、
カメラ２３によって検出された観察者AUDの頭の位置に応じて、パララックスバリアにス
リット領域と遮光領域とを形成させる。
【００２８】
　表示制御部３３は、表示部２１における画像の表示を制御する。特に、表示制御部３３
は、表示状態判定部３１からの表示状態の判定結果と、カメラ２３からによって検出され
た観察者AUDの頭の位置とに応じて、表示部２１における画像の表示を制御する。
【００２９】
［表示部の構成例］
　次に、図２を参照して、図１の表示部２１の詳細な構成例について説明する。なお、図
２において横方向、奥行き方向、および縦方向を、それぞれｘ方向、ｙ方向、およびｚ方
向とする。
【００３０】
　表示部２１は、バックライト４１、パララックスバリア４２、および光変調パネル４３
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から構成される。上述したように、表示部２１においては、パララックスバリア４２が、
バックライト４１と光変調パネル４３との間に配置されている。
【００３１】
　バックライト４１は、導光板、LED（Light Emitting Diode）等の光源、反射シートな
どからなる画像ディスプレイ専用の照明装置であり、画像を表示させるための光を射出し
、パララックスバリア４２を介して光変調パネル４３に入射させる。
【００３２】
　パララックスバリア４２は、偏光板やスイッチ液晶層などからなり、立体画像の表示時
において、バックライト４１から入射した光の一部を遮光し、残りの一部を透過させて光
変調パネル４３に入射させることで、右眼用画像と左眼用画像を光学的に分離させる。ま
た、パララックスバリア４２は、平面画像の表示時においては、バックライト４１から入
射した光をそのまま透過させ、光変調パネル４３に入射させる。
【００３３】
　パララックスバリア４２は、偏光板５１、偏光板６１、透明基板６２、透明基板６３、
スイッチ液晶層６４、および透明樹脂層６５から構成されている。図２では、偏光板６１
は、パララックスバリア４２を構成する部材としても、光変調パネル４３を構成する部材
としても用いられている。なお、ここでは、偏光板６１は、パララックスバリア４２と光
変調パネル４３の間に形成されている透明樹脂層６５中で、光変調パネル４３側に設けら
れているが、パララックスバリア４２（透明基板６２）側に設けられるようにしてもよい
。
【００３４】
　パララックスバリア４２では、対向して配置された偏光板５１と偏光板６１の間に、平
板状の透明基板６２と透明基板６３が互いに対向するように設けられている。そして、透
明基板６２と透明基板６３との間にスイッチ液晶層６４が形成されている。
【００３５】
　透明基板６２と透明基板６３のスイッチ液晶層６４側の面には、電極が形成されており
、バリア駆動制御部３２の制御により、この電極の一部または全部に電圧が印加されると
、スイッチ液晶層６４内の液晶分子の配向方向が変化する。すなわち、バリア駆動制御部
３２は、スイッチ液晶層６４の駆動を制御し、パララックスバリア（視差バリア）を形成
する。スイッチ液晶層６４は、例えば、ツイストネマティック液晶からなり、電圧が印加
された部分で光を遮断（遮光）し、電圧が印加されていない部分で光を透過する。したが
って、スイッチ液晶層６４において、光を遮光する遮光領域に電圧を印加することで、パ
ララックスバリアが形成されるようになる。
【００３６】
　図２の例では、バックライト４１から入射した光を透過させるスリット領域７１－１乃
至スリット領域７１－６と、バックライト４１から入射した光を遮光する遮光領域７２－
１乃至遮光領域７２－６とからなるパララックスバリアが、スイッチ液晶層６４に形成さ
れている。
【００３７】
　なお、以下においては、スリット領域７１－１乃至スリット領域７１－６を個々に区別
する必要のない場合、単にスリット領域７１とも称し、遮光領域７２－１乃至遮光領域７
２－６を個々に区別する必要のない場合、単に遮光領域７２とも称する。
【００３８】
　表示部２１では、立体画像の表示時には、透明基板６２と透明基板６３の電極に電圧が
印加されて、スイッチ液晶層６４にパララックスバリアが形成される。このような場合、
バックライト４１から射出され、偏光板５１で直線偏光とされた光のうち、スリット領域
７１に入射した光は、液晶層で偏光方向が90°回転し、偏光板６１を透過する。これに対
して、バックライト４１から射出され、偏光板５１で直線偏光とされた光のうち、遮光領
域７２に入射した光は、偏光方向が回転しないため、偏光板６１に吸収されてパララック
スバリア４２からは射出されない。
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【００３９】
　また、表示部２１では、平面画像の表示時には、透明基板６２と透明基板６３の電極に
電圧は印加されず、スイッチ液晶層６４にパララックスバリアが形成されない。つまり、
スイッチ液晶層６４の全領域がスリット領域７１と同じ状態となる。この場合、バックラ
イト４１から入射した光は全て、パララックスバリア４２を透過して、光変調パネル４３
に入射することになる。
【００４０】
　光変調パネル４３は、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色のカラーフィルタ、液晶層、偏光板、薄膜トラ
ンジスタなどからなる液晶表示パネルであり、バックライト４１からパララックスバリア
４２を介して入射した光を透過させることで、画像を表示する。このとき、光変調パネル
４３は、光変調パネル４３に設けられた画素ごとに、光の透過率を変化させることで、画
像の各画素の階調表示を行う。
【００４１】
　光変調パネル４３は、偏光板６１、偏光板８１、対向基板８２、TFT（Thin Film Trans
istor）基板８３、および液晶層８４から構成されている。
【００４２】
　すなわち、対向して配置された偏光板６１と偏光板８１の間に、平板状の対向基板８２
とTFT基板８３とが互いに対向するように設けられている。そして、対向基板８２とTFT基
板８３との間に液晶層８４が形成されている。
【００４３】
　対向基板８２の液晶層８４側の面には、画素ごとにカラーフィルタや対向電極が設けら
れている。特に、対向基板８２の各画素の領域には、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色のカラーフィルタ
が設けられている。また、TFT基板８３の液晶層８４側の面には、画素電極や駆動素子で
あるTFT（薄膜トランジスタ）が画素ごとに設けられている。
【００４４】
　液晶層８４には、立体画像表示時に、左眼用画像を表示するための光を透過させる透過
部９１Ｌ－１乃至透過部９１Ｌ－６と、立体画像表示時に、右眼用画像を表示するための
光を透過させる透過部９１Ｒ－１乃至透過部９１Ｒ－６とが設けられている。光変調パネ
ル４３では、行列状に配置された各画素に１つの透過部が設けられている。
【００４５】
　立体画像または平面画像の表示時においては、表示制御部３３の制御により、対向基板
８２の対向電極と、TFT基板８３の画素電極に電圧が印加されると、その電圧の大きさに
応じて、透過部９１Ｌ－１乃至透過部９１Ｒ－６内に封入されている液晶分子の配向方向
が変化する。これにより、バックライト４１からパララックスバリア４２を介して光変調
パネル４３に入射した光の透過率が変化し、各画素を透過する光の量が、それらの画素に
表示される画像の画素の画素値に対応する光量となる。
【００４６】
　なお、以下においては、透過部９１Ｌ－１乃至透過部９１Ｌ－６を個々に区別する必要
のない場合、単に透過部９１Ｌとも称し、透過部９１Ｒ－１乃至透過部９１Ｒ－６を個々
に区別する必要のない場合、単に透過部９１Ｒとも称する。また、透過部９１Ｌと透過部
９１Ｒを特に区別する必要のない場合、単に透過部９１とも称する。
【００４７】
　光変調パネル４３では、ｘｙ平面上において、透過部９１Ｌと透過部９１Ｒとがｘ方向
に交互に設けられており、ｙ方向には、透過部９１Ｌまたは透過部９１Ｒの何れかが連続
して並べられている。
【００４８】
　したがって、立体画像の表示時において、表示状態がランドスケープの場合、光変調パ
ネル４３には、図３に示されるように、立体画像を構成する左眼用画像（Ｌ画像）の矩形
状の領域と、立体画像を構成する右眼用画像（Ｒ画像）の矩形状の領域とがｘ方向に交互
に並べられて表示される。
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【００４９】
　図３においては、各画素に対応するカラーフィルタが示されている。図３のカラーフィ
ルタは、赤色（Ｒ）の光のみを透過させるカラーフィルタ１０１Ｒ、緑色（Ｇ）の光のみ
を透過させるカラーフィルタ１０１Ｇ、および青色（Ｂ）の光のみを透過させるカラーフ
ィルタ１０１Ｂから構成される。
【００５０】
　すなわち、本実施の形態において、１画素は、３色のカラーフィルタ１０１Ｒ，１０１
Ｇ，１０１Ｂに対応する３つのサブ画素から構成されている。そして、それぞれのサブ画
素は、ストライプ状に配列されるストライプ配列をなしており、表示状態がランドスケー
プの場合、画像表示の際の矩形形状の画素領域は、ｘ方向に長い縦長の状態とされている
。
【００５１】
　また、表示状態がポートレートの場合、光変調パネル４３には、図４に示されるように
、立体画像を構成する左眼用画像（Ｌ画像）の矩形状の領域と、立体画像を構成する右眼
用画像（Ｒ画像）の矩形状の領域とがｙ方向に交互に並べられて表示される。本実施の形
態において、表示状態がポートレートの場合には、図４に示されるように、画像表示の際
の矩形形状の画素領域は、ｙ方向に長い縦長の状態とされ、Ｌ画像およびＲ画像における
１画素は、図中下に行くにつれ右に１サブ画素ずつずれて配置されるようになる。
【００５２】
　なお、光変調パネル４３では、１つの画素、すなわち１つの透過部９１を透過する光が
、画像上の１つの画素を表示する光となる。
【００５３】
　ここで、立体画像を構成する左眼用画像と右眼用画像は、互いに視差を有する画像であ
るが、ランドスケープ表示の場合、図２におけるｘ方向が左眼用画像と右眼用画像の視差
の方向（視差方向）、つまり観察者の左右の眼が並ぶ方向となり、視差方向とカラーフィ
ルタのラインの方向（矩形形状の画素領域の長手方向）とは平行となる。また、ポートレ
ート表示の場合、図２におけるｙ方向が左眼用画像と右眼用画像の視差方向となり、視差
方向とカラーフィルタのラインの方向とは直交するようになる。
【００５４】
　また、２次元の平面画像の表示時においては、各透過部９１は、バックライト４１から
全面白状態のパララックスバリア４２を介して入射してきた、平面画像を表示させるため
の光を透過させ、観察者の眼に入射させる。
【００５５】
［パララックスバリアを形成する電極について］
　ここで、図５を参照して、パララックスバリア４２において、透明基板６２と透明基板
６３のスイッチ液晶層６４側の面に形成される電極について説明する。
【００５６】
　図５に示されるように、透明基板６２と透明基板６３のスイッチ液晶層６４側の面には
、２つの電極１１１，１１２が形成されている。なお、図５において、領域AAは、表示部
２１の表示領域のアクティブエリアに対応する領域を示している。
【００５７】
　電極１１１には、表示部２１の表示状態がランドスケープである場合に電圧が印加され
る。これにより、スイッチ液晶層６４には、ストライプ状のパララックスバリア（遮光領
域とスリット領域）が形成されるようになる。
【００５８】
　電極１１２は、電極１１２Ａおよび電極１１２Ｂからなり、電極１１２Ａ，Ｂそれぞれ
には、表示部２１の表示状態がポートレートである場合に電圧が印加される。これにより
、スイッチ液晶層６４には、図６に示されるような、ステップ状のパララックスバリア（
遮光領域とスリット領域）が形成されるようになる。
【００５９】
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　具体的には、電極１１２Ａに５Ｖ（または－５Ｖ）の電圧が印加され、電極１１２Ｂお
よび電極１１１に０Ｖの電圧が印加されると、図６に示されるように、スイッチ液晶層６
４には、バックライト４１から入射した光を遮光する遮光領域１５１－１乃至遮光領域１
５１－８と、バックライト４１から入射した光を透過させるスリット領域１５２－１乃至
スリット領域１５２－８とからなるパララックスバリアが形成される。
【００６０】
　なお、以下においては遮光領域１５１－１乃至遮光領域１５１－８を個々に区別する必
要のない場合、単に遮光領域１５１とも称し、スリット領域１５２－１乃至スリット領域
１５２－８を個々に区別する必要のない場合、単にスリット領域１５２とも称する。
【００６１】
　図６に示すスリット領域１５２は、ｘ方向に長い矩形領域が図中、右下方向に並べられ
てできる領域であり、パララックスバリアは、遮光領域１５１とスリット領域１５２とが
、ｙ方向に交互に並べられたステップ状のバリアとなっている。
【００６２】
　このようなパララックスバリアが形成された場合、観察者が所定の視点位置から液晶表
示装置１１を見ると、図７に示されるように、光変調パネル４３上の領域Ｑ２１乃至領域
Ｑ２４が、観察者の右眼の視認領域となり、領域Ｐ２１および領域Ｐ２４が、観察者の左
眼の視認領域となる。これにより、観察者には、異なる視点の画像からなる立体画像が知
覚されることになる。
【００６３】
＜２．液晶表示装置の立体画像表示処理＞
　次に、図８を参照して、液晶表示装置１１の立体画像表示処理について説明する。
【００６４】
　ステップＳ１１において、制御部２２の表示状態判定部３１は、光変調パネル４３の表
示状態がランドスケープか否かを判定する。
【００６５】
　ステップＳ１１において、表示状態がランドスケープであると判定された場合、処理は
ステップＳ１２に進む。
【００６６】
　ステップＳ１２において、バリア駆動制御部３２は、カメラ２３によって検出された観
察者AUDの位置に応じて、スイッチ液晶層６４の遮光領域７２の位置を移動させるように
、パララックスバリア４２の駆動を制御する。なお、このとき、バリア駆動制御部３２は
、パララックスバリア４２に、ストライプ状のパララックスバリアを形成させる。
【００６７】
　図９は、所定の時刻における観察者AUDの頭の位置と、スイッチ液晶層６４および液晶
層８４の状態を示している。
【００６８】
　図９において、スイッチ液晶層６４のマス目のそれぞれは、電極１１１によって形成さ
れる領域であり、白抜きの領域はスリット領域を、網かけされた領域は遮光領域を示して
いる。図９においては、領域２１１－１乃至２１１－３がスリット領域とされ、領域２１
１－４乃至２１１－７が遮光領域とされている。
【００６９】
　また、液晶層８４のマス目のそれぞれは、各画素に対応する部分であり、「Ｒ」の文字
が記されている部分は、右眼用画像を表示するための光を透過させる透過部を、「Ｌ」の
文字が記されている部分は、左眼用画像を表示するための光を透過させる透過部を示して
いる。図９においては、図示せぬバックライト４１からの光BLR1が、領域２１１－２およ
び透過部２２１Ｒを透過して観察者AUDの右眼に入射され、図示せぬバックライト４１か
らの光BLL1が、領域２１１－２および透過部２２１Ｌを透過して観察者AUDの左眼に入射
されている。
【００７０】



(11) JP 2013-125042 A 2013.6.24

10

20

30

40

50

　図９に示される状態から、観察者AUDが図中右側に移動すると、図１０に示されるよう
に、領域２１１－２乃至２１１－４がスリット領域とされ、領域２１１－１，２１１－５
乃至２１１－７が遮光領域とされる。すなわち、観察者AUDの頭の位置に応じて、遮光領
域とスリット領域の位置が移動（シフト）する。これにより、図１０においては、図示せ
ぬバックライト４１からの光BLR2が、領域２１１－３および透過部２２１Ｒを透過して観
察者AUDの右眼に入射され、図示せぬバックライト４１からの光BLL2が、領域２１１－３
および透過部２２１Ｌを透過して観察者AUDの左眼に入射されるようになる。
【００７１】
　このように、観察者AUDが移動した場合でも、観察者AUDは、透過部２２１Ｒ，２２１Ｌ
に対応する画像を観察（視聴）し続けることができる。これにより、左眼用画像と右眼用
画像とが入れ替わる際の違和感を解消することができるようになる。
【００７２】
　さて、図８のフローチャートに戻り、ステップＳ１１において、表示状態がランドスケ
ープでないと判定された場合、すなわち、表示状態がポートレートである場合、処理はス
テップＳ１３に進む。
【００７３】
　ステップＳ１３において、バリア駆動制御部３２は、スイッチ液晶層６４の駆動を制御
することにより、電極１１２Ａに５Ｖ（または－５Ｖ）の電圧を印加し、電極１１２Ｂお
よび電極１１１に０Ｖの電圧を印加することで、ポートレート用のバリアをオンする。す
なわち、バリア駆動制御部３２は、パララックスバリア４２に、ステップ状のパララック
スバリアを形成させる。
【００７４】
　ステップＳ１４において、表示制御部３３は、カメラ２３によって検出された観察者AU
Dの頭の位置に応じて、光変調パネル４３に表示される左眼用画像および右眼用画像の位
置を移動させるように、光変調パネル４３の表示を制御する。
【００７５】
　図１１は、所定の時刻における観察者AUDの頭の位置と、スイッチ液晶層６４および液
晶層８４の状態を示している。
【００７６】
　図１１において、スイッチ液晶層６４のマス目のそれぞれは、電極１１２によって形成
される領域であり、白抜きの領域はスリット領域を、網かけされた領域は遮光領域を示し
ている。図１１においては、領域２４１はスリット領域とされている。
【００７７】
　また、液晶層８４のマス目のそれぞれは、各画素に対応する部分であり、網かけされた
部分は、所定の右眼用画像および左眼用画像を表示するための光を透過させる透過部を、
白抜きの部分は、その他の画像を表示するための光を透過させる透過部を示している。具
体的には、透過部２５１－１乃至２５１－６のうち、透過部２５１－１乃至２５１－３は
右眼用画像の画素に対応し、透過部２５１－４乃至２５１－６は左眼用画像の画素に対応
している。図１１においては、図示せぬバックライト４１からの光BLR1が、領域２４１お
よび透過部２５１－２を透過して観察者AUDの右眼に入射されることで、透過部２５１－
２を中心として右眼用画像が観察者に観察されている。また、図示せぬバックライト４１
からの光BLL1が、領域２４１および透過部２５１－５を透過して観察者AUDの左眼に入射
されることで、透過部２５１－５を中心として左眼用画像が観察者に観察されている。
【００７８】
　図１１に示される状態から、観察者AUDが図中右側に移動すると、図１２に示されるよ
うに、透過部２５１－２乃至２５１－４が右眼用画像の画素に対応し、透過部２５１－５
乃至２５１－７が左眼用画像の画素に対応するようになされる。すなわち、観察者AUDの
頭の位置に応じて、右眼用画像と左眼用画像の位置が移動（シフト）する。これにより、
図１２においては、図示せぬバックライト４１からの光BLR2が、領域２４１および透過部
２５１－３を透過し、観察者AUDの右眼に入射されることで、透過部２５１－３を中心と
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して右眼用画像が観察者に観察されるようになる。また、図示せぬバックライト４１から
の光BLL2が、領域２４１および透過部２５１－６を透過し、観察者AUDの左眼に入射され
ることで、透過部２５１－６を中心として左眼用画像が観察者に観察されるようになる。
【００７９】
　このように、観察者AUDが移動した場合でも、観察者AUDは、左眼用画像と右眼用画像を
継続的に観察（視聴）し続けることができる。これにより、左眼用画像と右眼用画像とが
入れ替わる際の違和感を解消することができるようになる。また、ステップ状のパララッ
クスバリアによれば、スリット領域の開口幅の自由度を高くすることができる。
【００８０】
　なお、以上の処理は、所定のタイミング毎に繰り返されるようになされる。
【００８１】
　以上の処理によれば、表示状態がランドスケープである場合には、観察者（視聴者）の
位置に応じて、遮光領域の位置を移動させるようにパララックスバリアの駆動が制御され
、表示状態がポートレートである場合には、観察者の位置に応じて、左眼用画像と右眼用
画像の表示位置を移動させるように光変調パネルの表示が制御される。これにより、表示
状態がランドスケープであっても、ポートレートであっても、それぞれの表示状態に適し
た立体画像を観察者に視聴させることができる。すなわち、表示状態に関わらず、観察者
の位置に応じて、立体画像の表示の最適化を図ることが可能となる。
【００８２】
＜３．電子機器への適用例＞
　次に、図１３乃至図１７を参照して、上述した実施の形態で説明した液晶表示装置の適
用例について説明する。上述した実施の形態の液晶表示装置は、テレビジョン装置、デジ
タルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置あるいはビデ
オカメラなどのあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である。言い換えると、上
述した実施の形態の液晶表示装置は、外部から入力された映像信号あるいは内部で生成し
た映像信号を、画像として表示するあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である
。
【００８３】
（適用例１）
　図１３は、上述した実施の形態の液晶表示装置が適用されるテレビジョン装置の外観を
示している。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル５１１およびフィルター
ガラス５１２を含む映像表示画面部５１０を有しており、この映像表示画面部５１０は、
上述した実施の形態に係る液晶表示装置により構成されている。
【００８４】
（適用例２）
　図１４は、上述した実施の形態の液晶表示装置が適用されるデジタルカメラの外観を示
している。このデジタルカメラは、例えば、フラッシュ用の発光部５２１、表示部５２２
、メニュースイッチ５２３およびシャッターボタン５２４を有しており、その表示部５２
２は、上述した実施の形態に係る液晶表示装置により構成されている。
【００８５】
（適用例３）
　図１５は、上述した実施の形態の液晶表示装置が適用されるノート型パーソナルコンピ
ュータの外観を示している。このノート型パーソナルコンピュータは、例えば、本体５３
１、文字等の入力操作のためのキーボード５３２および画像を表示する表示部５３３を有
しており、その表示部５３３は、上述した実施の形態に係る液晶表示装置により構成され
ている。
【００８６】
（適用例４）
　図１６は、上述した実施の形態の液晶表示装置が適用されるビデオカメラの外観を示し
ている。このビデオカメラは、例えば、本体部５４１、この本体部５４１の前方側面に設
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けられた被写体撮影用のレンズ５４２、撮影時のスタート／ストップスイッチ５４３およ
び表示部５４４を有している。そして、その表示部５４４は、上述した実施の形態に係る
液晶表示装置により構成されている。
【００８７】
（適用例５）
　図１７は、上述した実施の形態の液晶表示装置が適用される携帯電話機の外観を示して
いる。この携帯電話機は、例えば、上側筐体７１０と下側筐体７２０とを連結部（ヒンジ
部）７３０で連結したものであり、ディスプレイ７４０、サブディスプレイ７５０、ピク
チャーライト７６０およびカメラ７７０を有している。そのディスプレイ７４０またはサ
ブディスプレイ７５０は、上述した実施の形態に係る液晶表示装置により構成されている
。
【００８８】
　なお、以上においては、上述した実施の形態の立体画像表示装置は、２視点の画像を表
示することで、観察者に対して立体画像を提供するものとしたが、立体画像に限らず、視
点によって異なる複数の画像、すなわち多視点の画像を提供するようにしてもよい。具体
的には、例えば、車の運転席と助手席とで異なる画像が視聴されるカーナビゲーションシ
ステムに、本技術を適用するようにしてもよい。
【００８９】
　また、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【００９０】
　さらに、本技術は以下のような構成をとることができる。
（１）　左眼用画像と右眼用画像とを表示する液晶パネルと、両眼視差を生じさせる遮光
部を有する遮光バリアと、観察者の位置を検出するセンサとを備える液晶表示装置におい
て、
　前記遮光バリアの駆動を制御するバリア駆動制御部と、
　前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、
　前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定する表示状態判定部と
　を備え、
　前記バリア駆動制御部は、前記画像の表示状態が第１の状態であると判定された場合に
、前記センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記遮光バリアにおける前記
遮光部の位置を移動させるように前記遮光バリアの駆動を制御し、
　前記表示制御部は、前記画像の表示状態が第２の状態であると判定された場合に、前記
センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記液晶パネルにおける前記左眼用
画像と前記右眼用画像の表示位置を移動させるように前記液晶パネルの表示を制御する
　液晶表示装置。
（２）　前記バリア駆動制御部は、
　　前記画像の表示状態が前記第１の状態であると判定された場合に、前記遮光バリアに
ストライプ状の前記遮光部を形成させ、
　　前記画像の表示状態が前記第２の状態であると判定された場合に、前記遮光バリアに
ステップ状の前記遮光部を形成させる
　（１）に記載の液晶表示装置。
（３）　前記第１の状態は、視差方向と前記液晶パネルにおけるカラーフィルタのライン
とが平行となる状態であり、
　前記第２の状態は、視差方向と前記液晶パネルにおけるカラーフィルタのラインとが直
交する状態である
　（１）または（２）に記載の液晶表示装置。
（４）　前記画像を表示させるための光を前記液晶パネルに入射させるバックライトをさ
らに備え、
　前記遮光バリアは、前記液晶パネルと前記バックライトの間に配置される
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　（１）乃至（３）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（５）　左眼用画像と右眼用画像とを表示する液晶パネルと、両眼視差を生じさせる遮光
部を有する遮光バリアと、観察者の位置を検出するセンサとを備える液晶表示装置であっ
て、
　前記遮光バリアの駆動を制御するバリア駆動制御部と、
　前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、
　前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定する表示状態判定部と
　を備える液晶表示装置の駆動方法において、
　前記液晶表示装置が、
　前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定し、
　前記画像の表示状態が第１の状態であると判定された場合に、前記センサにより検出さ
れた前記観察者の位置に応じて、前記遮光バリアにおける前記遮光部の位置を移動させる
ように前記遮光バリアの駆動を制御し、
　前記画像の表示状態が第２の状態であると判定された場合に、前記センサにより検出さ
れた前記観察者の位置に応じて、前記液晶パネルにおける前記左眼用画像と前記右眼用画
像の表示位置を移動させるように前記液晶パネルの表示を制御する
　ステップを含む液晶表示装置の駆動方法。
（６）　画像信号に基づいて表示を行う液晶表示装置と、
　所定の処理により前記画像信号を生成する処理部と
　を有し、
　前記液晶表示装置は、
　　左眼用画像と右眼用画像とを表示する液晶パネルと、両眼視差を生じさせる遮光部を
有する遮光バリアと、観察者の位置を検出するセンサとを備える液晶表示装置であって、
　　前記遮光バリアの駆動を制御するバリア駆動制御部と、
　　前記液晶パネルの表示を制御する表示制御部と、
　　前記液晶パネルに表示される画像の表示状態を判定する表示状態判定部と
　　を備え、
　　前記バリア駆動制御部は、前記画像の表示状態が第１の状態であると判定された場合
に、前記センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記遮光バリアにおける前
記遮光部の位置を移動させるように前記遮光バリアの駆動を制御し、
　　前記表示制御部は、前記画像の表示状態が第２の状態であると判定された場合に、前
記センサにより検出された前記観察者の位置に応じて、前記液晶パネルにおける前記左眼
用画像と前記右眼用画像の表示位置を移動させるように前記液晶パネルの表示を制御する
　電子機器。
【符号の説明】
【００９１】
　１１　液晶表示装置，　２１　表示部，　２２　制御部，　２３　カメラ，　３１　表
示状態判定部，　３２　バリア駆動制御部，　３３　表示制御部，　４１　バックライト
，　４２　パララックスバリア，　４３　光変調パネル，　６４　スイッチ液晶層，　７
１－１乃至７１－６，７１　スリット領域，　７２－１乃至７２－６，７２　遮光領域，
９１Ｌ－１乃至９１Ｌ－６，９１Ｒ－１乃至９１Ｒ－６，９１　透過部，　１１１　電極
，　１１２　電極
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要解决的问题：根据观察者的位置优化立体图像的显示，而不管显示状
态如何。 显示控制单元控制液晶面板的显示，并且显示状态确定单元确
定在液晶面板上显示的图像的显示状态评委。特别地，所述屏障驱动控
制部32中，当确定该图像的显示状态是在第一状态下，响应于由传感器
所检测到的观察者的位置，在移动遮光屏障遮光部的位置在控制遮光屏
障，作为显示控制部33，当确定的图像的显示状态为第二状态的驱动
时，响应于由传感器所检测到的观察者位置，在液晶面板并控制液晶面
板的显示，以移动左眼图像和右眼图像的显示位置。本技术可以应用于
例如显示立体图像的显示设备。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f22d4e5a-a832-4b4c-80f7-b5ab1815d6b1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/048571681/publication/JP2013125042A?q=JP2013125042A

